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さつまいもを特産品へ！
～甘藷栽培10年の軌跡～

祝 敬老会
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さつまいも栽培の歩み
平成29年５月 さつまいもの実証栽培スタート
平成29年10月 町、JA福島さくら、東京電力HD、
 白ハト食品工業による甘藷の産地形成のための
 連携協定を締結
令和２年10月 国内最大規模の「甘藷貯蔵施設」落成
令和２年12月 町生産者で組織する甘藷生産部会発足
令和５年４月 ６次産業化施設「特産品開発センター」落成
令和５年６月 ６次産業化商品「楢葉町の干し芋」販売開始
令和８年11月現在 町内の甘藷栽培面積　約63ha　作付農家52戸

楢葉町甘藷生産部会
部会長　青木 基 様

福島さくら農業協同組合
ふたば統括センター

統括部長　島村 和典 様

さつまいもを特産品へ！さつまいもを特産品へ！
～甘藷栽培10年の軌跡～～甘藷栽培10年の軌跡～

FOOD SHIFTセレクションで
「楢葉町の干し芋」が最優秀賞受賞
FOOD SHIFTセレクションで

「楢葉町の干し芋」が最優秀賞受賞

～甘藷栽培10年目を迎えて～

　東日本大震災後、町の基幹産業である農業の再生を目指し、さつまいも（甘藷）の栽培を
スタートしました。今年は、町制施行70周年の節目であるとともに、さつまいも栽培を開始し
てから10年目を迎えました。

　町の特産品「楢葉町の干し芋」が全国の優れた
食と地域の取り組みを表彰する農林水産省の「FOOD SHIFT
（フードシフト）セレクション」において最優秀賞を受賞しました。
　生産者の栽培技術の向上や土づくり等に取り組みながら高品質
なさつまいも生産を実現したことに加え、楢葉町特産品開発セン
ターによる品質改良、パッケージづくりなどを重ね、商品の魅力向上
等に努めてきた成果が高く評価されました。

　スーパーマルトやお菓子のみよし、地域の学生の皆さんとタ
イアップし、６次産業化商品の開発や町の魅力発信に力を入
れています。町の特産品を通して、復興状況や町の“今”を発信
しています。
　さらに、１１月中旬から、KFB福島放送にて「楢葉町の干し
芋」の新CMを放映する予定です。
　今回はNARAHAアンバサ
ダーの村田雄浩さんに加え、元な
でしこジャパンの丸山桂里奈さん
も出演予定！ぜひご覧ください。

　町では、一大産地化に向けて、さつまいもの栽培にチャレンジする農業者を引き続き
募集しています。各種補助もありますので、詳しくは農林水産課までお問合せください。

　甘藷生産部会では、52名の部会
員が所属し、甘藷栽培に取り組んで
います。
　地元で収穫したさつまいもが特
産品となって、町のPRに繋がってい
くことは大変喜ばしく感じます。引き
続き、部会員を増やしながら、品質
向上と収量アップに取り組んでまい
ります。

　県内でも年々さつまいもの産地
化が進み、市場からの期待も高まっ
ております。
　今年はJA福島さくらも１０年の節
目を迎えており、引き続き技術面で
も双葉農業普及所など、専門部署と
連携して栽培指導を行いながら、広
域での産地化と生産支援を実施し
てまいります。

株式会社福島しろはとファーム
代表取締役　永尾 俊一 様

　福島しろはとファームでは、生産
基盤を整えながら町の皆さんと協
力し、町の復興・発展のため、さつま
いもの生産に取り組んでいます。
　「楢葉おいも熟成蔵まつり」の主
催や地域行事への参加など、地域
に根ざした活動により地域の笑顔を
広げ、町の発展を後押しできれば幸
いです。
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ならはの話題NARAHA TOPICS 

　

早
川
良
一
教
育
長
が
、令
和
８
年

９
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
教

育
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期
は

令
和
11
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年

間
で
す
。

　

ま
た
、酒
主
秀
寛
教
育
委
員
も
教

育
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。任
期

は
令
和
12
年
９
月
30
日
ま
で
の
４

年
間
で
す
。

早
川
良
一
教
育
長
と
酒
主
秀
寛

教
育
委
員
が
再
任

　

10
月
３
日
・
４
日
、札
幌
駅
前
通

地
下
広
場
に
て「
ふ
く
し
ま
フ
ェ
ア

２
０
２
６
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
福
島
県
北
海

道
事
務
所
が
主
催
と
な
り
、食
や

体
験
、パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
通
し
て
、

福
島
県
の
魅
力
と
復
興
の
歩
み
、

新
た
な
取
り
組
み
な
ど
を
広
く
Ｐ

Ｒ
す
る
も
の
で
す
。当
日
は
、町
で

も
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、復
興
状

況
や
町
の
現
状
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、１
月
31
日
・
２
月
１
日

に
は
、福
島
県
大
阪
事
務
所
と
と

も
に
、大
阪
駅
直
結
の
商
業
施
設

「
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
大
阪
」で
開
催
さ
れ

る「
ふ
く
し
ま
の
魅
力
発
見
タ
ウ
ン　

〜
福
島
県
観
光
物
産
展 

ｉ
ｎ 

Ｋ

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
大
阪
」に
て
、イ
ベン
ト
出

展
予
定
で
す
。近
く
に
お
立
ち
寄
り

の
際
は
ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

北
海
道
で
町
の

魅
力
を
発
信
！

　

10
月
４
日
、令
和
８
年
度
楢
葉
町
消
防
団
秋
季

検
閲
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。昨
年
、南
地
区
の
防
災

拠
点
と
し
て
整
備
し
た
多
機
能
防
災
拠
点
で
の
初

の
検
閲
式
と
な
り
、秋
空
の
下
、総
勢
１
１
５
名
の

団
員
・
協
力
消
防
隊
が
整
然
と
し
た
隊
列
と
力
強

い
吹
奏
隊
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
た
に
団
員
８
名
を
迎
え
入
れ
、今
後
の

消
防
活
動
へ
の
強
い
決
意
が
込
め
ら
れ
た
宣
誓
が

な
さ
れ
ま
し
た
。検
閲
式
終
了
後
に
は
、木
戸
川
河

口
に
て
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。自
然
災
害

が
激
甚
化
の
一
途
を
た
ど
る
な
か
、町
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、日
々
尽
力
さ
れ
て
い
る
団
員

の
皆
さ
ん
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
団
員
募
集
の
お
知
ら
せ
】

　

楢
葉
町
消
防
団
で
は
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
笑
顔
を
守
る
活
動
に
ぜ
ひ

参
加
を
！

　

詳
し
く
は
お
住
ま
い
の
地
域
の
消
防
団
ま
た
は

楢
葉
町
く
ら
し
安
全
対
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

楢
葉
町
消
防
団
秋
季
検
閲
式

　

楢
葉
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
が
９
月
議
会
定
例
会

で
可
決
さ
れ
、渡
邉
正
純
氏（
波

倉
）、飯
島
一
夫
氏（
山
田
岡
）に
選

任
発
令
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
11
年
９
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

　

本
委
員
は
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
対
し
不
服

が
あ
る
場
合
に
中
立
的
に
審
査
・

決
定
等
を
行
い
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
へ

選
任
発
令
書
を
交
付

渡邉正純委員早川良一教育長 飯島一夫委員酒主秀寛教育委員

ならはの話題NARAHA TOPICS 

　

９
月
30
日
、笹
川
博
義
環
境
大
臣
が
、楢
葉
町
を
は

じ
め
と
し
た
福
島
県
浜
通
り
の
６
町
村
を
訪
れ
ま
し

た
。意
見
交
換
を
行
っ
た
の
ち
に
、「
特
定
廃
棄
物
埋
立

処
分
施
設
の
跡
地
利
用
・
除
染
廃
棄
物
仮
置
場
返
地
」

に
つ
い
て
の
要
望
書
を
手
交
し
ま
し
た
。町
か
ら
は
、跡

地
利
用
や
仮
置
場
返
地
に
お
い
て
、地
域
住
民
や
地
権

者
の
意
向
に
沿
っ
て
対
応
い
た
だ
く
よ
う
に
要
望
し
ま

し
た
。

環
境
大
臣
が
来
庁

　

９
月
24
日
、秋
の
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
て
、楢
葉
町
安

全
見
守
り
協
議
会
に
よ
る
立
哨
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

早
朝
よ
り
、町
内
19
団
体
か
ら
約
60
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、通
学
路
や
交
差
点
な
ど
で
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。シ
ル
バ
ー
ウィ
ー
ク
明
け
の

通
勤
通
学
時
間
帯
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、参
加
者
の
皆
さ
ま
の

呼
び
か
け
は
町
全
体
の
安
全
意
識
を
高
め
る
大
き
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
団
体
・
参
加
者
の
皆
さ
ま
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
楢
葉
町
安
全
見
守
り
協
議
会
と
交
通
安
全
協
会
で
は
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
】

　

地
域
の
安
全
と
環
境
を
守
る
活
動
に
関
心
の
あ
る
企
業
・
団

体
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

秋
の
交
通
安
全
立
哨
活
動

　

10
月
８
日
、青
木
基
議
長
が
市
町
村
議
会
議
長
総

務
大
臣
表
彰
に
つ
い
て
町
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

青
木
議
長
は
、通
算
13
年
以
上
に
わ
た
り
、町
議
会

議
長
と
し
て
、公
正
な
議
会
運
営
と
地
方
自
治
の
発

展
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、今
回
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
16
日
に
、首
都
圏
在
住
の
楢
葉
町
出
身
者
・
縁
の
あ
る

方
を
会
員
と
す
る「
ふ
る
さ
と
福
島
楢
葉
会
」の
40
歳
未
満
の

若
者
交
流
会
を
Ｐピ
　
ア
　
シ
　
ス

ｉ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ
新
橋
店
で
開
催
し
ま
し
た
。交

流
会
で
は
、自
身
の
楢
葉
町
と
の
関
わ
り
や
、思
い
出
な
ど
を
話

し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
今
回
の
よ
う
に
気

軽
に
集
ま
れ
る
場
を
継
続
し
て
開
催
し
て
欲
し
い
。」「
若
者
会

の
年
齢
上
限
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
ど
う
か
。」と
い
う
声
が
あ

り
ま
し
た
。全
会
員
を
対
象
に
し
た
交
流
会
は
12
月
５
日（
土
）

に
東
京
で
開
催
予
定
で
す
。引
き
続
き
会
員
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
の
で
、ご
家
族
や
ご
友
人
の
皆
様
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

総
務
大
臣
表
彰
報
告

ふ
る
さ
と
福
島
楢
葉
会
　

若
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

草
野
巍た

か

久ひ
さ

様（
山
田
岡
）に
内
閣
府
よ
り
瑞
宝
双
光

章
が
授
与
さ
れ
、９
月
24
日
に
勲
記
と
勲
章
を
伝
達
し

ま
し
た
。草
野
様
は
こ
れ
ま
で
楢
葉
北
小
学
校
長
を
は

じ
め
多
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
ご
貢
献
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、教
育
功
労
者
と
し
て
受
章
と
な
り
ま
し

た
。退
職
後
も
楢
葉
南
幼
稚
園
の
園
長
を
務
め
て
い
た

だ
く
な
ど
、町
の
教
育
現
場
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。草
野
様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

草
野
巍
久
様
に
瑞
宝
双
光
章
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ならはの話題NARAHA TOPICS 

　

10
月
７
日
、第
１
回
自
転
車
活
用
推
進
計

画
合
同
検
討
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、両
町
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者

30
名
が
自
転
車
を
通
し
た
地
域
活
性
化
や

交
流
人
口
の
拡
大
、町
民
の
健
康
増
進
の
た

め
、楢
葉
町
・
広
野
町
合
同
で
計
画
策
定
に

向
け
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

検
討
会
終
了
後
は
、一
般
公
開
の
セ
ミ

ナ
ー
や
自
転
車
の
試
走
会
も
開
催
さ
れ
、自

転
車
を
活
用
し
た
町
の
活
性
化
に
つ
い
て
参

加
者
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

10
月
10
日
、あ
お
ぞ
ら
こ
ど
も
園
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、５
歳
児
の
元
気
な
鼓
笛
隊
の
演
奏
で
運
動
会
が
ス

タ
ー
ト
。

　

園
児
一
人
ひ
と
り
が
一
生
懸
命
競
技
に
取
り
組
み
、日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

園
児
の
皆
さ
ん
、ご
参
加
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
様
、そ
し
て
円
滑
な
運
営
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
様
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

楢
葉・広
野
で

自
転
車
の
活
用
を
検
討

こ
ど
も
園
運
動
会
開
催

　

10
月
６
日
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
リ

リ
ー
園
で
秋
の
地
域
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、あ
お
ぞ
ら
こ
ど
も
園
５
歳
児
の

皆
さ
ん
が
利
用
者
の
前
で
歌
や
踊
り
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
元
気
な
声
が
響
き
、利
用
者
の

皆
さ
ん
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
な
が
ら
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

リ
リ
ー
園
で

秋
の
交
流
会
開
催

ならはの話題NARAHA TOPICS 

　竜田村と木戸村が合併する前に木戸村が発行していた館報
「きど」第１号に次の記載があります。「町村合併はどうなって
いるか」という一文に対して「（政府は）本年９月末迄の間に
自発的合併を行った場合は補助金その他の財政援助をしようと
その運動に拍車をかける様指導しています。（９月末までに合併を遂行しない市町村は）予定計画を遂行
し相手選定の自由は簡単に認められぬという重大な結果を招来することになるのである。」とのこと。町名・
本庁舎建設位置という大きな問題を抱えながら合併を翌月に控えた木戸村民の期待と不安が垣間見られ
ます。発行人責任者の永山力氏はのちに楢葉町公民館長を務め「楢葉音頭」の作成にも携わっています。
　なお、楢葉町歴史資料館では古文書・写真・古地図など町史研究のための資料を収集しています。
このような資料をお持ちの方はご一報ください。

　☎0240-25-2492　楢葉町生涯まなび課

歴史資料 楢葉町町制施行７０周年シリーズ1　館報「きど」

［お問合せ先］楢葉町図書室（楢葉町コミュニティセンター３階）☎0240-25-4730
9時～17時 開室時間 休 室 日 11月9日(月)、16日(月)、23日(月・祝)、30日(月)

Library

図書室
だより

一 般

●『そうだったのか ! 中東』
　池上彰/著（ホーム社）
●『わたしをすくうエッセイマンガの処方箋』
　京都国際マンガミュージアム/編著 （青幻舎）

●『天保釣り合戦顚末記』
　土橋章宏/著（小学館）

　

新 着 図 書

●『はたらくくるまけんせつきかいだいずかん』
　コマツ/著（宝島社）

●『ドリームサーカスとひみつの夜』
　かんのゆうこ/作、福田利之/絵(講談社）
●『おべんとうバスのころころりん』
　真珠まりこ/作・絵（ひさかたチャイルド）

児 童

　年齢不詳の二人の女性・司と逸子が営んでいる「ス
ナックふたり」。どこにでもあるようなこの小さなスナッ
クには、なにげない日常に紛れるように、時々不思議な
出来事が起こります。夜ごと集まるのは30年来の常連
客から、ふらっと訪れる初めての客、時にはこの世のも
のではない客も・・・『センセイの鞄』で知られる川上弘
美さんの、心にそっと寄りそうファンタジーです。

おすすめ図書

（一般図書） 

 

川上弘美 /著（中央公論新社）

　

『スナックふたり』

『スナックふたり』
川上弘美/著（中央公論新社）
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　９月９日、南相馬市の馬事公苑周辺を会場に、相双地区
中学校駅伝競走大会が開催されました。出場した選手のが
んばりはもちろん、サポートに回った生徒たちも一体とな
り、男女とも素晴らしい粘り強い走りを見せました。結果は、
男子が６位、女子が２位、個人でも男子２区の下川絆さん
と女子５区の大渕芽依さんが大会新記録で区間賞を獲得す
る活躍を見せました。女子チームは１０月１５日にいわき市
で開催された県大会に出場。健闘しましたが、上位進出は
なりませんでした。
　１０月６日に後期生徒会総会が行われました。会長の山内

瑠花さんが「生徒の皆さんが思い
描く学校を作るために全校生徒が協
力し、生徒会活動を活発にする必要
がある」と挨拶を述べ、議事では生
徒代表が質疑・答弁を行いました。
「みんなの意見を尊重し、
生徒の毎日をより良くす
る」ために生徒ひとり一
人が真摯な気持ちで取
り組みました。

　10 月 3 日、楢葉町コミュニティセンターにて「学習発表会」を開催しました。日頃の学びの成果
を発表し合い、学校生活を心豊かなものにすることや、表現力を高め、仲間との絆や連帯感を深め
ることを目的に取り組むことができました。子どもたちは、本番を迎えるまでに「どうすれば自分た
ちの思いが伝わるか」を考え、セリフの言い回しや動作の工夫を考えたり、小道具や大
道具を自分たちで作ったりするなど、お互いに声を掛け合いながら何度も練習を重ねて
きました。1 年生から 6 年生まで、それぞれが目標に向かって前向きに試行錯誤を続け
た日々こそが、子どもたちを大きく成長させてくれました。
　当日は温かいご声援と励ましをいただき、心より感謝申し上げます。今後とも本校の
教育活動へのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

　小学部５・６年生が、修学旅
行で仙台市の八木山動物公園
に行ってきました。竜田駅から
電車に乗って仙台市に向かい、
仙台市では初めて地下鉄にも乗
りました。八木山動物公園では、
象やホッキョクグマ、サイなど
たくさんの動物たちを見学する
ことができました。子どもたち
は、本物の動物の大きさや鳴き
声に驚いたり喜んだりしていま
した。昼食やおやつ、お土産な
どを買うときには、予算内で自
分のほしいものを選んで決め
て、支払いなども経験をするこ
とができました。長
い道のりの旅でした
が、天気にも恵まれ、
充実した学びとなり
ました。

学び 育ち 羽ばたくならはスクールレポート学び 育ち 羽ばたくならはスクールレポート
N A R A H A  S C H O O L  R E P O R T

学び 育ち 羽ばたくならはスクールレポート学び 育ち 羽ばたくならはスクールレポート
N A R A H A  S C H O O L  R E P O R T

　

あおぞらこども園

ふたば支援学校

ホームページ ホームページ

　「遠足まだかな？」と楽しみにしていた子どもたち。待ちに待った遠足の日を迎え、３・４・５歳児
でバスに乗って遠足に出かけました。
　３歳児は富岡町の「わんぱくパーク」、４歳児は南相馬市の「NIKOパーク」、５歳児は茨城県日立
市の「ハレニコ」へ行き、それぞれの場所で、室内の遊具で思いきり楽しみました。
　友だちと一緒に遊具に挑戦したり、走ったり、体をたくさん動かしながら、どの学年も
楽しそうな笑顔がいっぱい！！
　園に戻ってからも「楽しかったー！」「また行きたい！」と話す子どもたち。待ち遠しかっ
た遠足は、友達と一緒に遊んだ楽しい一日となりました。

楢葉中学校 相双地区中学校駅伝競走大会と後期生徒会総会相双地区中学校駅伝競走大会と後期生徒会総会

八木山動物公園に修学旅行八木山動物公園に修学旅行

バスでわくわく秋の遠足！バスでわくわく秋の遠足！

楢葉小学校 目標に向かって努力を重ねた「学習発表会」目標に向かって努力を重ねた「学習発表会」

インスタグラムホームページ
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連絡先
☎0240-23-6104

ならはならは
リ
グ
ア
リ
グ
ア

　９月 24 日、農地パトロールの
出発式が行われ、農業委員・農
地利用最適化推進委員 14 名が
参加しました。
　農地パトロールは、遊休農地
の発生防止や適正な農地利用の
推進を目的として、現況確認を行
うもので、今回は 51筆約4.3ha
の農地を調査しました。
　農地は大切な地域の資源です
ので適切な管理をお願いします。また、管理や耕作が難しい場合は、楢葉町農
業委員会にご相談ください。

令和８年度「農地パトロール」出発式令和８年度「農地パトロール」出発式

　楢葉町における「ゆずの本格出荷」は４年目を迎え、今年も町振興公社が買い取りを行います。
ゆずは「感謝のゆずぽんず」等の原料として使用しますのでご理解とご協力をお願いします。
【連絡先：楢葉町振興公社0240-23-7820】
　なお、収穫作業にあたっては、果実表面の傷や打撲を防ぐため丁寧な収穫と
運搬を心がけましょう。ゆずの木が高木化している場合は、三脚や脚立の使用
や斜面での作業も想定されますので安全対策の徹底をお願いします。品質の良
いゆずを安全に収穫し、楢葉町産ゆずのブランド力向上につなげていきましょう！

ゆず収穫シーズン到来！ ～品質と安全の両立を～ゆず収穫シーズン到来！ ～品質と安全の両立を～

環境負荷低減の取組「３つ星」を獲得 ！
JA福島さくらふたば地区楢葉町甘藷生産部会
環境負荷低減の取組「３つ星」を獲得 ！
JA福島さくらふたば地区楢葉町甘藷生産部会

　楢葉町甘藷生産部会が農
林水産省の「環境負荷低減
の取組」の認定を受け、最高
評価となる「３つ星」を獲得し
ました。
　環境に配慮した栽培等への
努力が評価されたものです。

　農林水産省が推進する「み
えるらべる」は、環境負荷低
減の取り組みを星の数で表示
する制度です。
　生産者の努力を見える化
し、消費者が環境に配慮した
農産物を選ぶ目安になります。

　トラクター等で道路を走行する際は、灯火類や反射器などの安全装備
を確認し安全運転をお願いします。
　また、農地から道路へ出る際は、タイヤを確認する等し、安全な営農
活動にご協力をお願いいたします。

●ならいざっぷおうちで

　11月に入り、冷たい風を感じる季節になりました。「浜通りは県内でも暖かい方だから…」
と油断していませんか？
　福島県は全国的に見ても塩分摂取量が多く、高血圧になりやすい傾向があり、冬場のヒー
トショック（急激な温度変化による心疾患や脳卒中など）のリスクが高い県と言われています。
　体が寒さに慣れていない 11月こそ、急な冷え込みによる血管への負担に注意が必要で
す。今回は、「冬を健やかに過ごすための『家』の工夫」と、「筋肉を維持して自家発熱で
きる『身体』を作る」、2つの冬支度をご紹介します。

　お風呂場だけではありません。起床時の寝室、暖房の効いた部屋から出る廊下やトイレなど、家の
中には危険が潜んでいます。まずは環境を整えましょう。

　筋肉は体温の約 4割を作り出す最大の熱源です。活動量が減ると筋肉が落ち、より寒さを感じやす
くなる悪循環に陥ります。
　家の中での「ながら運動」で筋肉を減らさない工夫を取り入れましょう。

始めてますか、冬支度。 ～ 『家』と『身体』の側面から ～

　続いて、あなた自身の身体の冬支度が済んでいるか、チェックしましょう。
「身体」の冬支度 ～ 熱を生み出す筋肉づくり ～

チェック項目 解　説

【　　】　

　寒暖差から血管を守る環境づくりと、熱を生み出す筋肉づくり。２つの「冬支度」で、
これから迎える厳しい冬を元気に乗り切りましょう！
　日々の小さな心がけが、健康な体づくりに繋がります！

　お家の寒暖差対策が整っているか、チェックしてみましょう。
「家」の冬支度 ～ 温度差をなくして血管を守りましょう！ ～

脱衣所やトイレに小さな
暖房を置いている。

・脱衣所は入浴の 15分前から温めておくと安心です。
・排泄行為そのものが血圧変動を引き起こし、心臓や血管へ
の負担が急激に増加します。

・太い血管が通る「3つの首」を温めると、全身に温かい血
液が巡ります。

・熱すぎるお湯は心臓に負担がかかります。38～ 40度
のぬるめのお湯にゆっくり浸かりましょう。

【　　】　
首・手首・足首が冷えな
い服装を意識している。

【　　】　 お風呂のお湯は41度
以下に設定している。

チェック項目 解　説

掃除や家事は全身を大き
く動かすようにしている 。

・窓拭きなどで腕を大きく動かしたり、歩幅を広げて掃除機を
かけたりすると、それは立派な運動です！

・ふくらはぎの筋肉は「第 2の心臓」と呼ばれ、全身の血流
を促してくれます。
・すきま時間を有効活用して、筋力アップを目指しましょう。

・筋肉の材料になるたんぱく質。寒い日はお鍋に豆腐やタラ
などを入れると手軽に摂ることができます。

歯磨き中などに「かかと
上げ・下ろし」をしている。

肉・魚・大豆などのたんぱ
く質を意識して食べている。
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　近年、スマホやパソコンを利用したネット詐欺や事件が増加しています。
　ネット詐欺を防ぐには、メールや SNS に記載された怪しいリンクを安易にクリックせ
ず、アプリ・ソフトウェア等のアップデートを行って安全な状態に保つ事が重要です。
　また、「何かおかしいな」と思ったら自分だけで判断せず、必ずご家族やまわりの頼
れる人に相談しましょう。

ならは
デジタル ネット詐欺に

　　合わない為に
デジタルの
力で暮らしを
便利に

楢葉町DX講座・デジタル相談会

0303
通
信

お問合せ
フォーム

　新たな生活の拠点を探している方へ、楢葉町での生活イメージをつかんでいただくためのオーダー
メイド型のプログラム「ならは体験プログラム」を実施しています。体験期間は日帰り～ 2泊 3日程
度「お試し住宅」に滞在しながら、実際の暮らしを体験していただきます。移住相談窓口職員が事
前に移住検討者の希望を伺い、一人ひとりに合わせたプログラムをご提案しています。

暮らすなら楢葉  楢葉町移住相談窓口 Information 第5回

ならは体験プログラムのご案内

・町内の案内・視察
・地域活動やイベントへの参加体験
・先輩移住者との交流・面談
・お試し就労体験 など

●楢葉町移住相談窓口
　楢葉町大字下小塙字久保田63-3　☎0240-23-6271　　 info-codou@narahamirai.com

●参加料
・無料（お申込み不要です）
●内容
・デジタル講座：毎月のテーマに
沿って行う30分程の講座

・デジタル相談会：お困りごとに１
対１で対応する個別相談会

１１月２６日（木）
１２月１７日（木）
１月２８日（木）

①１０：００～１２：００
　（講座＋相談会）
②１３：００～１５：００
　（相談会）

みんなの交流館 
ならはCANvas　

■プログラムの一例

開催日 時間 場所

お試し住宅ダイニングお試し住宅ダイニング 町内視察の様子町内視察の様子

■企画運営／企画運営：株式会社デジラボホールディングス（担当：迫地）
　　　　　　楢葉町の地域おこし協力隊として、AIを活用したヘルスケアの取り組み（フレイルAI）な

ど、デジタル技術を活用した様々な取り組みを行っています。
■相談対応／地域おこし協力隊　株式会社デジラボホールディングス
　　　　　　　　　　　　　　ＤＸ推進コーディネーター　迫地柚香
●お問合せ先／株式会社デジラボホールディングス（担当：迫地）
　　　　　　　お問合せフォームからお問合せください

INFORMATIONお知らせ 

※口座振替の方は11月30日（月）に引き落としとなりますので残高の確認をお願いいたします。
※口座振替を申請された方は、自動で口座から引き落としされます。ご希望の方はお気軽にお問合せください。

11月の納税等忘れずに納付をお願いします

●お問合せ先／町民税務課　☎0240-23-6101 ●お問合せ先／保健福祉課　☎0240-23-6102

■固定資産税（4期）
■国民健康保険税（5期）

納期限
11月30日（月）

■後期高齢者医療保険料（4期）
■介護保険料（5期）

納期限
11月30日（月）

令和８年度個人事業税（２期）納税のお知らせ

●お問合せ先／福島県相双地方振興局 県税部課税課　事業税チーム　☎0244-26-1126

令和８年中収入に関する年末調整（給与支払報告書）及び
年金支払報告に関する注意事項

●お問合せ先／町民税務課　賦課収納係　☎0240-23-6101

　令和９年度の町県民税の課税に関係する年末調整（給与支払報告書）及び年金支払報告について、特に下記の
内容に注意して記入いただきますようお願いします。
◉住所について
　令和９年１月１日現在の住所（住民票の住所）を記入してください。特に震災による避難先の住所や退去済みの
仮設住宅の住所を記載する方が依然多く見られます。課税遅延の原因にもなりますので特にご注意ください。
◉扶養・配偶者控除について
　扶養控除や配偶者控除などの記載漏れや誤りが多く見られます。扶養における世帯内での重複、所得金額等の
条件との適合等、今一度確認をお願いします。
　情報の修正等が必要な場合は、お勤め先の事業所または各年金事務所へ確認いただきますよう、お願いします。

　個人事業税は、県内に事務所又は事業所を設け、物品販売業や不動産貸付業など法律で定められている事業を行
う、個人の方に納めていただく県の税金です。
　課税対象となる方には、８月に納税通知書を発付していますが、２期分については１１月１０日（火）に納税のお知ら
せを発送する予定です。
　納期限は１１月３０日（月）です。忘れずに納付をお願いします。
　なお所得税の確定申告時期等によって、納期が異なる場合があります。

■日　時／12月12日(土)　10：00～12：00
■会　場／ならはCANvas
■参加申込／
　

　町民の皆さんと町の未来について自由に意見を交わ
す場として、まちづくり ワークショップを開催します。
　日頃感じている町の課題や「こんな町を目指したい」
という思いを共有し、これからの楢葉町を一緒に考え
ましょう。当日は、飲み物を飲みながら誰でも気軽に
意見交換できるグループワーク形式で行います。皆様
のご参加をお待ちしています。

・事前申込制となります。
　※参加ご希望の方は開催前日までに政策企画課に
　　ご連絡ください。
・どなたでも自由に参加できます。

町の未来を考える
まちづくリワークショップ
参加者募集!

●お問合せ先／政策企画課　☎0240-23-6103

■日　時／11月28日（土）11：00～20：00
　　　　　（※雨天決行、荒天中止）
■会　場／Ｊヴィレッジセンターハウス正面入口前ロータリー、
　　　　　雨天練習場、アリーナ（楢葉町大字山田岡字美シ森8）
■費　用／入場無料、駐車場無料
■主　催／福島県エネルギー課

　

　ドイツのクリスマスマーケットをモチー
フとしたイベントをＪヴィレッジで初めて開催します。会
場には、本格ドイツソーセージ、プレッツェル、グリュー
ワイン、キンダープンシュなどの飲食、クリスマス雑貨、
ワークショップなど、30店以上が出店します。お笑い
芸人「エバース」によるお笑いステージ、料理研究家・
門倉多仁亜さんによるスペシャルトーク、サンリオキャ
ラクターショー・撮影会などを実施しますので、ぜひお
越しください。

ドイツ・クリスマスマーケット
inＪヴィレッジ

●お問合せ先／（運営会社）株式会社ル・プロジェ　
　☎024-995-3878（平日9：00～17：00）

ホームページ
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INFORMATIONお知らせ 

■日　時／11月28日（土）7：30～10：30　■場　所／楢葉ときわ苑
■健(検)診費用／無料（自己負担額はありません）

■日　時／12月３日（木）１０：００～１５：００　■場　所／楢葉町コミュニティセンター　小会議室

　総合健診の追加健（検）診を実施いたします。まだ受診していない方は受診をお願いします。
総合健診　追加健診のご案内

楢葉町家庭教育支援事業
✿ふらっと ながら✿
　何かをしながら(お茶を飲みながら、遊びながら等)、
ホッと一息つける場所です。お子さんやご家族、ご友人と
のんびりとした時間を過ごしたりしませんか？
　どなたでもふらっと気軽にお立ち寄りください。子育
て経験や保健師経験があるスタッフがいつでもお待ちし
ています！
【お知らせ】
　１１月７日（土）にならはCANvasで行われるならは農福フェスにて、親子でゆっくり遊んだり、お茶を飲みながらお
話ができるブースを設けています。地域の皆さんもご利用いただけますので、ぜひお立ち寄りください。

あおぞらこども園子育て支援センターで　　　　　に開催しています。毎週火曜日毎週火曜日
✿場　所／あおぞらこども園子育て支援センター
✿日　時／毎週　火曜日 10：00～15：00　
　　　　　　（１１月は１０日・１７日・24日）
✿対　象／妊婦さん～子育て中の保護者の方・
　　　　　そのご家族、地域の皆さん
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。

●お問合せ先／生涯まなび課　☎0240-25-2492　家庭教育支援活動事務局　☎070-3798-5557

　小学校６年生と中学校３年生を対象に行われた全国学力・学習状況調査の結果が報告されました。楢葉小学校
６年生と楢葉中学校３年生の結果は以下のとおりです。

●楢葉小学校６年生
　　国語科・算数科ともに全国平均・県平均を上回っています。
●楢葉中学校３年生
　国語科・数学科・英語科ともに全国平均をやや下回っています。国語科は県平均と同程度、数学は県平均を若干
下回っていますが英語科は県平均を若干上回っています。

　全体的に小学校は県、全国平均を上回り、中学校は全国平均を下回るものの福島県平均についてはほぼ同程
度といえる結果となりました。楢葉町では、今後も継続して学校教育の資質向上・学力向上に努めます。各家庭でも、
家庭学習の環境づくりや家族とのコミュニケーション時間の確保、ゲームやスマートフォンの使い方についてのルー
ル作りなどをお願いします。

全国学力・学習状況調査の結果の概要

健康診査
胃がん検診
大腸がん検診

肺がん・結核検診

前立腺がん検診
肝炎ウイルス検査

20歳以上の方
20歳以上の方
20歳以上の方

40歳以上の方

50歳以上の男性
40歳になる方

対象者種　類

「人権週間」特設人権相談会のお知らせ

●お問合せ先／町民税務課　☎0240-23-6101　福島地方法務局いわき支局　☎0246-23-1651

●お申込み・お問合せ先／保健福祉課　国保年金係・保健衛生係　☎0240-23-6102

■受講日／令和9年1月30日（土）・31日（日）　8：50～18：30　会場：東日本国際大学・いわき短期大学
　　　　  ※受験日は2月23日（火・祝）の予定です。 
■受講料など／38,900円のところ無料（防災士認証手続き料はご自身での負担となります）
■お申込み／12月2日（水）まで

くらし安全対策課　☎0240-23-6109（月曜日～金曜日8：30～17：15）
電話・窓口または下記アドレスへE-mailでお申し込みください。
kurashi-n@town.naraha.lg.jp
受講会場の都合上、お申込みがあっても受講いただけない場合があります。予めご了承ください。

■取得費補助の対象になる方／楢葉町に住所および居所がある方で、楢葉町防災士協議会に登録し、
　　　　　　　　　　　　　　地域の防災力向上に貢献できる方（年齢、経験を問いません）

　楢葉町では、防災士資格を取得し、地域の防災力向上に貢献する意思のある方に、受講費用などを補助します。
地域の防災士となって、家族や身近な人の命を守る力を身に付けましょう！ 

防災士養成講座の受講費用を補助します

●お問合せ先／くらし安全対策課　☎0240-23-6109

　人権擁護委員による相談会を下記のとおり開催します。秘密は厳守されますのでお気軽にご相談ください。　

　また、随時、人権擁護委員及び法務局職員による電話相談を実施していますので、お気軽にご相談ください。

◉受診方法
①保健福祉課に電話（0240-23-6102）で、希望の項目をお申し込みください。
②11月中旬に、町から受診カード等が届きますので、指定の時間に受診してください。
　今年度最後の健（検）診です。ぜひ受診してください。

内　容
身体計測・血液検査・血圧測定等
胃部エックス線撮影（バリウム）
便潜血検査（2日法）

血液検査（PSA法）
血液検査

胸部エックス線撮影
※65歳以上の方は結核検診も兼ねます。

■日　時

■場　所／楢葉町保健福祉会館　1階大会議室
■内　容／①福島医大医師による健康講話　「糖尿病などの生活習慣予防のために」
　　　　　　総合健診の結果の見方、血管を守るために日常生活で気をつけることについてもお話しされます。
　　　　　②管理栄養士・薬剤師・保健師による個別相談（医師の講話後）
■持ち物／令和８年度総合健診の結果　※通院中の方はお薬手帳、病院で実施した検査結果もお持ちください。

　健診結果を踏まえて、生活習慣改善を一緒に考える機会です。ぜひ、ご利用ください。
令和８年度　楢葉町健診結果説明会のお知らせ

①13：30～14：30
②14：30～15：30　※各10名先着順受付（要電話予約）

時　間
11月26日（木）・11月27日（金）

※各日 2回実施

実施日

●お申込み・お問合せ先／保健福祉課　保健衛生係　☎0240-23-6102
　　　　　　　　　　　  ※個別相談になるため、予約をお願いします。

●お申込み・お問合せ先／こども課　子育て支援係　☎0240-23-5515

11月の子育て情報子ども家庭センターからのお知らせ

■対　　象／令和8年6月～令和8年7月生まれ
　　　　　　令和7年12月～令和8年1月生まれ
　　　　　　令和7年3月～令和7年4月生まれ
■日　　程／11月16日（月）
■受付時間／9：30～9：45

■内　　容／身体測定、内科診察、お口（保護者）の
　　　　　　健診、栄養相談、保健指導
■会　　場／あおぞらこども園子育て支援センター

４か月児健康診査、10か月児健康診査、1歳6か月児健康診査

■日　　時／11月12日（木）10：00～12：00 ■会　　場／あおぞらこども園子育て支援センター

母子健康相談
　子育てには不安がつきものです。そんな不安を専門職（心理士、保健師、看護師）がサポートします！専門職が子ども
の状態を確認し、一緒に考えます。
　身長・体重の測定もできます。お気軽にご利用ください。

■実施日／楢葉小学校▶4月23日（木）、5月1日（金）
　　　　　楢葉中学校▶4月22日（水）、4月23日（木）、5月1日（金）
■実施人数と教科／楢葉小学校６年生　23名　国語科・算数科
　　　　　　　　　楢葉中学校３年生　21名　国語科・数学科・英語科
■アンケート形式による児童生徒質問・学校質問
　学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面に関する質問調査

【調査に関する概要】

【調査結果の概要】　

　

■みんなの人権110番　☎0570-003-110　■子どもの人権110番　☎0120-007-110
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お知らせ INFORMATION

●お問合せ先／一般財団法人 楢葉町振興公社
　　　　　　　天神岬　☎0240-25-3113　道の駅ならは　☎0240-26-1126

「天神岬温泉しおかぜ荘・サイクリングターミナル・道の駅ならは」休館のお知らせ
　下記の期間、施設の清掃・機械設備点検のため休館いたします。ご理解の程よろしくお願いいたします。
【天神岬】

対象施設
サイクリングターミナル

しおかぜ荘
レストラン岬
ウィンディーランド

【道の駅ならは】
対象施設

フードコート

道の駅ならは温泉
物産館

■利用者識別番号の詳細

e-taxご利用の流れ▶

　楢葉町で受け付けた確定申告書は、電子データで税務署へ提出します。その際にe-Taxの「利用者識別番号」（半角
16桁の番号）が必要です。
　楢葉町で確定申告を予定している皆様は、混雑防止のため「利用者識別番号」を事前に取得の上、ご来場お願いします。
※すでに「利用者識別番号」をお持ちの方は、再度取得は不要です。
【利用者識別番号とは】
　e-Taxの利用や確定申告の電子申告をする際に必要な16桁の番号。
　マイナンバーの12桁統一個人番号とは異なりますのでご注意ください。
　利用者識別番号の詳細及び取得手続きについては下記ホームページをご確認ください。

所得税申告相談時に使用する利用者識別番号の事前取得について

検索：利用者識別番号　取得
■利用者識別番号の取得手続き

e-tax作成・送信する開始届出書の選択▶

検索：利用者識別番号　届出
　

　 　

令和８年度歳末たすけあい運動　「ひとり親世帯支援金」

●お問合せ先／楢葉町社会福祉協議会
　　　　　　　 ☎0240-25-4157

　楢葉町共同募金委員会では、地域の皆さんから寄せられた「地域歳末たすけあい募金」を財源に、年末にひ
とり親世帯へ支援金としてお届けします。

「PM４ライトオン運動」実施中
～早めのライト点灯と反射材の活用で、
　交通事故のない安全なまちを目指しましょう！～

　令和9年2月28日まで、「PM4ライトオン運動」が実
施されます。
　ドライバーは午後4時を目安に早めにライトを点灯
し、ハイビームの活用とこまめな切換え、スピードダウン
を心がけましょう。
　歩行者は明るい色の服装や反射材用品、
LEDライトを活用し、交通事故防止に努め
ましょう。

火災の発生に気を付けましょう
　11月9日(月)～11月15日(日)は「秋季全国火災予
防運動期間」です。
　これからの季節は、暖房器具の使用や空気の乾燥な
どにより、火災の危険性が高まります。
　日頃から火の取扱いに注意し、家庭での防火対策を
徹底しましょう。
　「火の確認　いい日を支える　いい習慣」(2026年
度全国統一防火標語)を合言葉に、一人ひとりが火災予
防を心がけ、大切な命と財産を守りましょう。

■対象／①～②の条件のすべてにあてはまる方
　　　　①楢葉町に居住する世帯
　　　　②18歳以下（高校3年生まで）がいるひとり親世帯 
■申請方法（自己申告制）／申請書に必要事項を記入
し、右記書類を添付の上、郵便もしくは直接お申し
込みください。
申請書は下記の通りとなっています。
①楢葉町保健福祉会館　1階　事務室
②当会のホームページ
（https://naraha.fukushima-shakyo.com/）
からダウンロードできます。

■添付書類／
１最新の児童扶養手当証書の写し
２申請者名義の公共料金（電気・ガス・水道のい
ずれか一つ）の写し
３申請者名義の預金口座の写し（氏名、支店、口
座番号が記載されている面）

■支援金／1世帯あたり5,000円
■申請書類提出締切／12月4日（金）
　楢葉町保健福祉会館　1階　事務室

上井出行政区からのお知らせ

竜田駅前の手作り
「おいで駅前 朝市」開催

■開催日時／１２月６日（日）９：００～１０：００頃
■会　　場／JR竜田駅前西口イベントエリア
●お問合せ先／小野治久（上井出区長）　☎080-6037-6253

　竜田駅前西口イベントエリアにて、家庭菜園や畑で
採れた新鮮野菜、加工品やお惣菜、古本やリサイクル
品の販売などお楽しみ満載の朝市を開催します。ぜひ
お越しください。

楢葉町職員【社会人経験者（有資格者）】採用候補者試験について
1試験職種及び採用予定人員
　【社会人経験者（有資格者）】

①土木職………………………若干名　②建築職………………………若干名
③保健師………………………若干名　④保育士・幼稚園教諭………若干名

【社会人経験者（有資格者）】
●土　木　職
　昭和５１年４月２日以降に生まれた者（学歴は問いません）で次のいずれかに該当する者
〇１級若しくは２級土木施工管理技士の資格を有する者
〇土木工事の計画、設計、積算又は施工監理に関する実務経験を５年以上有する者
●建　築　職
　昭和５１年４月２日以降に生まれた者（学歴は問いません）で次のいずれかに該当する者
〇１級若しくは２級建築士の資格を有する者
〇建築工事の計画、設計、積算又は施工監理に関する実務経験を５年以上有する者
●保　健　師
　昭和５１年４月２日以降に生まれた者（学歴は問いません）で、保健師免許を有する者
●保育士・幼稚園教諭
　昭和62年４月１日以前に生まれた者（学歴は問いません）で、幼稚園教諭免許(一種または二種)かつ保育士資格を有する者

2受験資格

●お問合せ先／総務課行政係　☎0240-23-6100

3試験日及び試験の方法
第１次試験（書類選考及び事務適性検査）
・書類選考…申込時に提出された提出書類（履歴書等）による選考を行います。
・事務適性検査…令和８年１２月下旬頃を予定　会場：楢葉町役場
第２次試験（面接試験）　令和９年１月下旬頃を予定　会場：楢葉町役場

4受付期間 5申込み方法
　詳細については「楢葉町ホームページ」を参照して
ください。　申込用紙（指定様式）、履歴書（市販のもの）、資格・

免許要件を証明する書類等を総務課へ提出。

令和８年１１月２日(月)から令和８年１２月１１日(金)まで

●お問合せ先／くらし安全対策課
　　　　　　　☎0240-23-6109

●お問合せ先／くらし安全対策課
　　　　　　　☎0240-23-6109

第37回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会
　11月15日（日）、今年も「ふくしま駅伝」が開催されます！
　襷を繋ぐ町代表の選手達を、みんなで沿道から応援しましょう！ 
軽登山・ウォーキング教室
■日　　時／12月12日(土)
■行　　先／楢葉町木戸川渓谷
■申込期間／11月9日(月)～11月20日(金)

楢葉町スポーツ協会からのお知らせ

●お問合せ先・お申込み／一般社団法人楢葉町スポーツ協会
　☎0240-26-0076　FAX0240-23-6047

11月30日（月）
休
休
休
休

12月1日（火）
休
休
休
休

12月2日（水）
休
休
休
休

12月3日（木）
通常営業

15：30より営業
通常営業
通常営業

12月7日（月）
休
休
休

12月8日（火）
休
休
休

12月9日（水）
休
休

通常営業

12月10日（木）
通常営業
男湯のみ営業
通常営業

12月11日（金）
通常営業
男湯のみ営業
通常営業

ホームページ

広報ならは 広報ならは2026.11 2026.1116 15



お知らせ INFORMATION

11月・12月デュークズウォーキング教室の開催

リフレッシュヨガ

元気アップ教室

11月4日（水）・11月18日（水）
12月2日（水）

日にち 時　間 場　所
① 13：15～14：15
② 14：45～15：45 地域活動拠点「まざらっせ」 

　下記の日程で開催します。
　初めての方も、町民以外の方も参加可能です。皆様のご参加、お待ちしております！

　呼吸、ポーズ、瞑想を組み合わせ、普段使っていない筋肉を目覚めさせます。

　Jヴィレッジフィットネスジムのトレーナーが、運動やストレッチ等を支援します。

■講　　　師／五十嵐KAZUKO氏（デューク更家公認ウォーキングスタイリスト）
■日時・会場／11月14日（土）13：30～15：00　楢葉中学校武道館

12月12日（土）13：30～15：00　楢葉中学校武道館
■持 ち 物／上ばき（スニーカー等）、飲みもの、タオル
●お申込み・お問合せ先／保健福祉課　国保年金係　☎0240-23-6102

■対 象 者／参加要件※を満たしている方
■定 　 員／25名程度
■日程・場所 

■内　　容／理学療法士兼ヨガインストラクターによるヨガ
■持 ち 物／タオル・運動しやすい服装・水分（水筒またはペットボトル）・ヨガマット（お持ちの方）
■申込方法／保健福祉課保健衛生係にご連絡ください。先着順にお申込みを受け付けます。
■注意事項／都合により日程・内容等が変更となる場合があります。
●お申込み・お問合せ先／保健福祉課　保健衛生係　☎0240-23-6102

■日　時／11月11日（水）・11月25日（水）・12月9日（水） 13：30～15：00
■会　場／みんなの交流館　ならはCANvas

※参加要件……医師から運動制限に関する指示等を受けていないこと。

おめでとうございます

（広報ならは10月号掲載以降にお生まれになられた方）

（敬称略）

氏　　名

侑端・未来 　 

星　　朋李
ほし とも

広大・紗綾花柏木　眞広
かしわぎ ま ひろ

り

    

保護者名

山田岡
営団

行政区

世 帯 数
男
女

人口（外国人含む）

3,121
3,196
2,922
6,118

楢葉町住民基本台帳人口（R8.9.30現在）

双葉地方水道企業団水道修理当番業者表楢葉町 令和8年度
年・月 令和8年 令和8年

指定給水工事業者名 11月 12月

0240-27-3419

0240-27-3241

0240-25-3121

090-3982-3422

 
北 陽 管 工㈲

㈲吉田鉄工所

草 野 建 設㈱

㈲吉 田 設 備

20日～25日

26日～28日

お悔やみ申し上げます
氏　　名
松本ヒロ子 97 松　館

年齢 行政区
（敬称略）

（広報ならは10月号掲載以降亡くなられた方）

渡辺ヨシ子 93 波　倉
遠藤タカ子 75 営　団

猪狩　リウ 93 下井出

1日～5日、
13日～19日

6日～12日、
29日～31日

15日～21日

22日～28日

1日～7日

8日～14日、
29日、30日

　9月29日、楢葉町コミュニティセンター
で楢葉町敬老会が行われました。当日は
多くの方々が来場され、米寿のお祝いや
結婚以来50年の長い年月をともに過ごし
た金婚夫婦が、楢葉町、福島民報社、福島
県老人クラブ連合会から表彰されました。
　式典の後のアトラクションでは、あおぞ
らこども園の園児によるお遊戯、歌手の
米山愛子さんの歌謡ショーが披露されま
した。

金婚夫婦の表彰を受けた皆様

米寿祝品贈呈 謝辞敬老祝金贈呈

あおぞらこども園 園児のお遊戯米山愛子さんの歌謡ショー

柴田浩光様・れい子様ご夫妻 鈴木吉男様・孝子様ご夫妻

齊藤義信様・圭子様ご夫妻
※義信様は都合により欠席

渡邉司様・みき子様ご夫妻山内左内様・ハマ子様ご夫妻

金婚祝い

アトラクション

敬老会

モニタリングの
結果は各ホームページを
ご確認ください。

モニタリングの
結果は各ホームページを
ご確認ください。

福島県放射能
測定マップ

食品等
モニタリング

福島県農林水産物・
加工食品モニタリング

双葉地方
水道企業団

原子力規制委員会
放射線モニタリング

広報ならは 広報ならは2026.11 2026.1118 17



町制施行70周年記念事業

令和9年2月21日［日］

施設情報

アクセス

休 診 日

診療時間

ホームページ

お問合せ先名　　称
  公益財団法人ときわ会　クリニック ならはリカーレ
住　　所
  〒979-0604 福島県双葉郡楢葉町大字北田字中満289番-1
診療科目
  内科、小児科、心療内科、人工透析内科、泌尿器科

土・日・祝日　※人工透析内科を除く

☎0240-23-6866　FAX 0240-23-6088

・お車でお越しの方
　常磐自動車道「ならはスマートIC」から車で約6分、
 　「広野IC」から車で約10分
・電車でお越しの方：JR常磐線「竜田駅」から
　車で約4分、徒歩で約18分

　https://www.tokiwa.or.jp/clinic/naraha-recare/

　これまで福島県が運営してきた「ふたば医療センター附属ふたば復興
診療所」の機能を引き継ぎ、新たに楢葉町が設置し、公益財団法人とき
わ会が運営する公設民営の診療所「クリニック ならはリカーレ」が2026
年10月19日に開院いたしました。
　地域の医療機関や介護・福祉事業所などとも連携し、必要な検査や専
門的な治療へとつなぐことで、皆さまが安心して医療を受けられる「地域
に根ざした診療所」を目指します。
　体調にご不安があるときなど、どうぞお気軽にご相談ください。

　これまで福島県が運営してきた「ふたば医療センター附属ふたば復興
診療所」の機能を引き継ぎ、新たに楢葉町が設置し、公益財団法人とき
わ会が運営する公設民営の診療所「クリニック ならはリカーレ」が2026
年10月19日に開院いたしました。
　地域の医療機関や介護・福祉事業所などとも連携し、必要な検査や専
門的な治療へとつなぐことで、皆さまが安心して医療を受けられる「地域
に根ざした診療所」を目指します。
　体調にご不安があるときなど、どうぞお気軽にご相談ください。

クリニック ならはリカーレ
開院のお知らせ

※診療日や受付時間などの詳細につきましては、クリニックへお電話で
お問合せいただくか、ホームページをご確認ください。

月 火 水 木 金 土 診療時間診療科目
内　　科
小 児 科
泌尿器科
心療内科

人工透析内科

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●
●
●
●
● ●

9:00～12:00
13:30～15:30

完全予約制
日/5名

笑
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集
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〒
979-0604  福

島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
大
字
北
田
字
鐘
突
堂
5
番
地
の
6

【土日祝日は日直対応   8：30～17：15】

〒979-0604  双葉郡楢葉町大字北田字鐘突堂5番地の6
TEL 0240-25-2111  FAX 0240-25-5564   E-mail：naraha@town.naraha.lg.jp

楢葉町役場 防災無線

0240-25-5805
0240-25-5806

（子育て支援センター）

楢葉町をちょっとのぞいてみませんか？

楢葉町公式SNS

楢葉町役場連絡先一覧

防災無線の内容を電話で
確認できます。  

広
報
な
ら
は
／
毎
月
5
日
発
行

発
行
／
福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町

◉
◉
◉
◉
　
◉

総 務 課
町民税務課
保健福祉課
政策企画課
（DX推進室含む）
農林水産課
（農業委員会含む）

0240-23-6100
0240-23-6101
0240-23-6102
0240-23-6103

0240-23-6104

◉
◉
◉
◉
◉
◉

土地改良区
産業創生課
建 設 課
くらし安全対策課
出 納 室
議会事務局

0240-23-6137
0240-23-6105
0240-23-6106
0240-23-6109
0240-23-6131
0240-23-6132

◉
◉
　
　
◉

こ ど も 課
生涯まなび課 

　
あおぞらこども園

0240-23-5515
0240-25-2492

0240-25-4701

0240-26-0808

コミュニティセンター

ホームページ YouTubeLINE Instagram Facebook X


